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概要：畿央大学において連携して動作するシステム，授業支援システム CEAS と，学習管理システム

Sakai CLEを一部カスタマイズした MyStudyを平成 23年度に導入した．畿央大学では平成 24年度後

期授業履修登録時に，システムの一部機能（アンケート機能，レポート提出機能）を活用し，全学年

学科を対象として授業時間以外を含む総学修時間の把握や大学生活における課題意識調査を実施し

たので，ここではその調査手法および調査分析結果の概要を紹介する． 

 

1  はじめに 

畿央大学では平成 23 年 4 月より授業支援と学

習管理の機能を有する統合型 e-Learning システ

ム CEAS/Sakai を導入し，平成 23 年 9 月より

MyStudy を導入した．MyStudy とは学習者に作

業環境を提供することを目的として，関西大学に

おいて Sakai CLE を一部カスタマイズし

「MyStudy」と名付けたバージョンのことである．

さらに，CEAS/Sakai（MyStudy）と連携し，学

生との面談内容を教職員が記録・蓄積・閲覧する

ことを可能にした面談支援システム Caiv を開発

し，平成 23 年 11 月より導入した．ここでは，連

携するこれら３つのシステムの基本機能を紹介す

るとともに，平成 24 年度後期履修登録時に全学

年全学科を対象としてこれらシステムを活用して

実施した学生生活満足度アンケート調査と担任面

談用振り返りシート提出について，調査手法と調

査分析結果の概要について紹介する． 

 

2 CEASの基本機能 

 CEAS は関西大学において開発された授業支援

システムである．CEAS の基本的な機能を下記に

紹介する． 

（授業資料掲載）特別にコンテンツを制作する必

要はなく，通常の授業で使っている Word，Excel，

PowerPoint，画像，音声，動画などの授業資料

をそのまま登録して学生に開示する機能を持つ．

（小テスト・アンケート）特別な専門知識を必要

とせず，教員が画面に従った操作で簡単に小テス

トやアンケートの作成，実施，採点などの管理が

できる機能を持つ．教員はこの機能を活用して，

学生個々の理解不足な個所や弱点を容易に把握す

ることが可能となるので，小テストやアンケート

で得た情報を次回授業へのフィードバックに資す

ることができる．（レポート提出・ファイル共有）

教員が学生に課題を提示し，学生からのレポート

を受け付けるレポート提出機能や，教員や科目履

修学生の間でファイルを共有できる共有フォルダ

を持つ．また，履修学生の中の任意グループ間で

ファイルを共有するグループフォルダを持つ．こ

の機能を活用して授業時間外・学外でのグループ

学習を進めることも可能である．（出席確認）出

席を確認し管理する機能を持つ．出席状況を一覧

表示できるので，教員は学生の出席状況を一覧表

で確認することが可能である．（授業データの連

結一覧評価）出席状況，小テストの評価結果，レ

ポート提出状況，授業評価データなどを一覧表示

する機能を持つ．教員はこの機能を活用して授業

データを一覧でき，学期末に容易かつ効率的に最

終評価をすることができる．（お知らせ・メール

配信）教員から履修学生に対してログイン画面や

メールにメッセージを発信する機能を持つ．教員

はこの機能を活用して毎回の授業終了後にフォロ

ーすることや，学生に復習や予習を促すことがで

きる．（ＢＢＳ掲載）教員がトピックやスレッド

を作成して学生からの投稿を閲覧し管理する機能

を持つ．教員はこの機能を活用し，授業テーマに

沿って授業時間外・学外から学生と活発に議論す

ることができる．授業中に教室の中で発言する機

会が尐ない大人数クラスにおいて，学生への個別
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フォローの手段として有効に活用することができ

る．（ＦＡＱ回答/公開）教員がＦＡＱに回答し公

開する機能を持つ．（科目の公開）履修者以外の

CEAS 利用者へ科目を公開することにより，授業

資料などを履修者以外の CEAS利用者に公開する

機能を持つ． 

 

3 Sakai（MyStudy）の基本機能 

 MyStudy とは学習者に作業環境を提供するこ

とを目的として，関西大学において Sakai CLE

を一部カスタマイズし「MyStudy」と名付けたバ

ージョンのことである．MyStudy で提供される

基本的な機能を下記に紹介する． 

（フォルダ）マイ・ワークスペースあるいは科目

ごとのワークスペースに任意のフォルダを作成す

ることができ，フォルダの中にファイルを登録し

たり，フォルダ間でファイルを移動したり，フォ

ルダの中のファイルをダウンロードすることがで

きる．科目ごとのワークスペースでは，登録され

たメンバ間でファイルを共有することができる．

このファイル操作権限は権限管理機能で科目の担

任者が設定し管理できる．（権限管理）教員・学

生・TA(Teaching Assistant)の階層で科目ごとの

ワークスペースにおけるフォルダ・ファイル操作

の権限など各種機能の権限を科目の担任者が詳細

に設定・変更・管理できる．（アナウンス）科目

の担任者は登録されている学習者に対して、お知

らせを発信できる．お知らせはサイトに表示，あ

るいは電子メールで送信することができる．（Wiki）

科目の担任者は履修学生と共同で文章を作成し，

情報を共有することができる．更新経歴を確認し

たり，更新を通知することもできる．（フォーラ

ム）科目ごとにトピックやスレッドを投稿するこ

とが可能で，科目の担任者はフォーラムを作成・

編集することができる．（スケジュール）科目の

担任者は科目ごとにイベントを登録しワークスペ

ースのカレンダに表示することができる．

（SCORM）CEAS側で科目に登録されたSCORM

学習教材の詳細な設定や学習記録の管理ができる．

（個人作業用フォルダ・個人保存用フォルダ）畿

央大学では Sakai に対し，下記の２つのフォルダ

を科目の担任者や履修学生のマイ・ワークスペー

スに固定的に配置する改修を行った．①個人のフ

ァイルを作成・編集するための作業用フォルダ

（MyWork）．②作成や編集が完了した個人のフ

ァイルを保存するための保存用フォルダ（MyArc）． 

（特定の教職員とファイルを共有する機能）さら

に畿央大学では学生が特定の教職員とファイルを

共有する目的のフォルダ（MyCaiv）を固定的に配

置する改修を行った．教職員のマイ・ワークスペ

ースにある MyCaivs には参照可能な学生毎の

MyCaiv が表示され，該当学生の MyCaiv 内のフ

ァイルを参照することができる．また学生が

MyCaiv に参照権限を付与した教職員の面談支援

システム Caiv の該当学生の面談カードには，該

当学生が MyCaiv に登録したファイルが表示され

参照可能となる． 

 

4 Caivの基本機能 

畿央大学では教職員と学生との面談内容（進

路・健康・学習・課外活動など）を記録する面談

支援システムを運用していたが，さらに

CEAS/Sakai（MyStudy）と連携して機能し、

CEAS に蓄積された授業成果物や Sakai

（MyStudy）に蓄積された学習成果物を学生との

面談時に相談者（教職員）が参照できる機能を持

つ面談支援システム Caiv を新たに開発して導入

した．このシステムはオープンソースの Wiki ク

ローンである MindTouch（DekiWiki）をベース

に構築したものである．Caiv の基本的な機能を

下記に紹介する． 

（面談内容の記録）教職員は面談内容を学生毎

の面談カードに記載して保存することができる．

また，記載した本人以外の教職員への公開・非公

開を面談カードの面談記録ごとに設定することが

できる．（面談カードへのファイル添付）教職員

は学生毎の面談カードに関係資料を添付し参照す

ることができる．（Sakai で学生が管理している

資料の参照）学生が Sakai の MyCaiv に保存した

資料（学習成果物）は，学生が参照権限を付与し

た教職員の面談カードに表示されファイルを参照

することができる．（CEAS に提出されたレポー

トの参照機能）各科目の担任教員は，CEAS のレ

ポート提出機能により学生から受けたレポート

（授業成果物）を Caiv の面談カードから教職員が

参照できるように， CEAS 側から課題単位でレ

ポート参照の可否を設定することができる．  

 

5  システム導入経緯 

畿央大学では平成 22 年 8 月に 4 年先までを視

野に入れた学内情報環境整備計画の策定に着手し，

平成23年4月よりCEAS/Sakaiを全学的に導入，



平成 23 年 9 月より MyStudy を導入，さらに平成

23年 11月より面談支援システム Caivを導入した． 

CEAS/Sakai（MyStudy）の一部機能改修とソフ

トウエアインストール作業，既存の学務システム

（JAST 社 GAKUEN システム）とのデータ連

携プログラム作成，および Caiv システム開発と

導入は新日鉄ソリューションズ株式会社に業務委

託した． 

 

6  CEAS,MyStudy,Caivシステムの連携 

CEAS，MyStudy，Caiv の３システムに蓄積

される授業成果物，学習成果物，面談記録などの

情報を有機的に連携して運用することにより（図

１），学生への学習支援や進路支援などをさらに

緻密できめ細やかなものにしてゆく計画である． 

 

図 1．CEAS，MyStudy，Caiv ３システムの連携 

 

7 ポートフォリオとしての運用 

 畿央大学では，MyStudy を学生自らが学習成

果物を管理し参照権限を付与して開示する「学習

ポートフォリオシステム」として活用を進める計

画である．しかし，学生が自律的に MyCaiv に学

習成果物を登録し管理するためには動機付けの働

きかけが不可欠であり，教職員が適切に介在しな

がら「自分の学習成果と成長過程を自ら把握し振

り返ることができるしくみ」をいかに学生にとっ

て有意義に効果的に活用推進してゆくかは，今後

取り組むべき大きな課題であると考えている． 

 さらに，面談システム Caiv には入学から卒業ま

で，各学生個々の各種情報（カルテ）を蓄積して

ゆくことによって，「キャリアポートフォリオシス

テム」として活用する計画である． 

 

8 学生生活満足度調査への活用 

 畿央大学では，学生生活の実態を把握し課題点

を見出し，よりきめ細やかな指導を行うために，

前期と後期それぞれの履修登録時に学生生活満足

度調査を定例的に実施している．過去はこのアン

ケート調査を学務システムの付加機能を利用して

実施していたが，CEAS システムをより多くの教

職員や学生に知ってもらい浸透させることを一つ

の目的として，平成 24 年後期履修登録時より

CEAS アンケート機能を活用して実施することに

した．アンケート調査の結果は従来調査と比較し，

同等以上の提出率であった（図 2）． 

 

図 2．学年学科別回答率 

 

 アンケート調査の結果を一部分紹介すると，授

業以外の学修時間は学生の 85％以上が 1日 2時間

以下であることがわかる（図 3、4）．平成 24 年

3 月に中央教育審議会(中教審)の大学教育部会が，

学生が授業以外で主体的に学ぶ時間を増やすよう

各大学に求める提言をしたが，同部会の調査結果

によると、日本の大学生の勉強時間は１日 4.6 時

間（授業を含む）となっている．畿央大学での今

回の調査結果では授業時間を含めると 1 日平均の

学修時間は約 5.7 時間であり全国平均以上ではあ

るが，さらに授業以外の学修時間を増やす取り組

みが必要であると考えられる．授業以外の学修時

間が 1 時間未満の学生にその理由を尋ねた結果で

は，約 25％の学生がアルバイトの忙しさを理由

としてあげている（図 5，6）．授業以外に 3 時間

以上学修している学生比率が最も高い看護医療学

科では，固定的なアルバイト就業率が全学科で最

も低い結果となっている（図 7，8）．今回実施し
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た学生生活満足度調査は全質問項目が 80 項目で

あったが，これらの調査結果は学修時間増進のた

めの取り組みを検討する基礎資料として大きく役

立つものと期待できる． 

 

図 3．授業以外の学修時間（学科別） 

 

図 4．授業以外の学修時間（全学生） 

 

図 5．学修時間が短い理由（学科別） 

 

図 6．学修時間が短い理由（全学生） 

 

図 7．アルバイトの就業状況（学科別） 

 

図 8．アルバイトの就業状況（全学生） 

 

9 担任面談用事前調査への活用 

 畿央大学では担任制をとっており，年 2 回 5 月

と 10 月に担任による面談を実施している．従来

は担任面談のための事前アンケート調査を紙ベー

スで行っていたが，平成 24 年度 10 月の担任面談

より，CEAS のレポート提出機能を活用して実施

した．調査項目と回答欄を書き込んだ MS Excel

シートを CEASレポート機能を使って全学生に配

布するとともに，記入済の調査結果を回収した．

CEAS によって回収された調査結果は Caiv の各

学生の面談カードに自動的にリンクされるので，

担任教員は学生との面談時に各学生の調査結果を

閲覧することが可能である（図 9）． 

 

図 9．Caivと CEAS 間のレポート連携 
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10 システム利用状況の変化 

平成 23 年度 4 月から 10 月までに CEAS に登録

された授業資料数は 1,795 件であったが，平成 24

年同期間の登録数は 2,616件に増加した（図 10）．

アンケート機能，レポート提出機能，複合式テス

ト機能の利用状況は図 11 に示すように活用数が

増加しつつあり，CEAS 活用が教員に浸透しつつ

あると思われる．また，CEAS/Sakai（MyStudy）

へのアクセス数は図 12 に示すように平成 24 年で

は 89,484 アクセスに達しており，CEAS を授業

に活用している教員数は，平成 24 年度で全教員

数の約 80％に達する 121 名であった（図 13）． 

 

図 10．CEASへの授業資料登録状況 

 

図 11．CEAS各機能の利用状況 

 

図 12．CEASへのアクセス状況 

 

図 13．教員による CEAS利用状況 

 

11 課題と今後の展望 

 CEAS/Sakai（MyStudy）と Caiv の教職員およ

び学生へのより一層の浸透と，ユニークな活用事

例の蓄積，各機能の学習効果の研究などを通じて，

学生への学修支援を日々進化させていくことが今

後の課題である． 

今後の展望としては，今回紹介した担任面談事

前調査での Caiv 活用など，全学的取り組みを通じ

てシステム内に学生個々の多面的な情報（カルテ）

を 1 回生より蓄積することによって，キャリアポ

ートフォリオとして活用できるシステムへと自律

的に発展させてゆきたいと考えている．  

 

12 おわりに 

面談支援システム Caiv およびオープンソース

ソフトウエアである CEAS/Sakai（MyStudy）は

導入や運用コストが安価であり，かつ履修環境管

理者に特別な情報システム技術を必要としないの

で，小規模な大学・短大・専門学校・高校などへ

の導入に適するシステムであると考える． 
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